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天皇陛下おことば（全文）
　第31回日本医学会総会が、多くの医学関係者
の参加の下に開催されることを誠に喜ばしく思
います。
　明治35年にこの総会の第1回に当たる日本
聯
れんごう

合医学会が開かれて以来、総会はほぼ4年ご
とに行われ、今回が第31回に当たると聞いてい
ます。
　医学や医療の進歩は、21世紀に入ってからも
目覚ましいものがあり、我が国では、人生100
年時代とも表現されるように、多くの国民が長寿を享受できるようになり
ました。一方、少子高齢化が進む中で、介護を始めとした日本社会が直面
する諸課題についても、医学会との連携の下、豊かで人間らしい人生100
年時代を目指して、社会全体で取り組んでいくことが求められています。
　AI、ロボティクスなどの技術革新や、ビッグデータに体現されるデジタ
ル革命により、医学・医療も大きく変わろうとしていますが、未来の医学
と医療は、人の一生を通して、人々の自立を支え、生き生きとした豊かな
人生に寄り添うものとなることが期待されます。そのためには、医療技術
革新の更なる進展と、その基盤となる基礎医学を含む基礎科学の一層の発
展が望まれます。
　同時に、医学・医療の進歩に伴う様々なリスクや倫理的な課題への取組
も大切なことだと思います。医学の進歩が、これまで人類にもたらした計
り知れない恩恵に改めて思いを致すとともに、医学・医療に携わる人々が、
進歩に伴う課題とも誠実に向き合いつつ、人々の健康な生活のために大き
な力となることを期待いたします。
　この3年間、新型コロナウイルス感染症が社会に大きな影響を与えました。
そのような中にあって、この感染症の症状や治療法、感染対策などの研究
を鋭意進めてこられた医学関係者の皆さん、そして患者さんの命を救うた
めに多大な尽力を続けてこられた医療従事者の皆さんに、改めて心からの
敬意を表します。
　我が国で、医学、医療、社会の連携と連帯が求められている状況の中で、
この度の総会が「ビッグデータが拓く未来の医学と医療～豊かな人生100
年時代を求めて～」をメインテーマに、開かれた議論の場として開催され
ることは大変意義深いことと考えます。これまでの医学・医療の発展に力
を尽くしてこられた関係者の皆さんに深く敬意を表するとともに、本総会
が、医師を始めとする医療従事者や研究者の皆さん、更には、学生や一般
市民の参加によって実り多いものとなるよう願い、私の挨拶といたします。
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「ビッグデータが拓く未来の医学と医療
      ～豊かな人生100年時代を求めて～」をメインテーマに開催
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Ｗ
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催
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。
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仰
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司
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療
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療
へ
の
実
装
に
当
た

り
、
倫
理
的
、
公
的
、
社
会
的

課
題
に
つ
い
て
、
社
会
と
の

対
話
に
よ
る
合
意
が
求
め
ら

れ
て
い
る
こ
と
を
踏
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述
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岸
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取
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な
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。
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。

　第31回日本医学会総会2023東京が4月21日から23日の3日間、
「ビッグデータが拓く未来の医学と医療～豊かな人生100年時代
を求めて～」をメインテーマとして、東京国際フォーラムを中
心に開催され、登録者数はWEB参加も合わせて約25,000名と
なった他、博覧会には約50万人が来場した。
　今号では主な講演並びに会頭特別企画の内容を紹介する。
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取
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①
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②
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Ｘ
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①
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述
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取
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取
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す
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い
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０
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介
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進
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く
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。
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述
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も
つ
よ
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求
め
た
。
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　春日会頭は、今回の総会のテーマにある “ ビッグデータ ” について、
人間では全体を把握することが難しい巨大なデータ群であると定義。

「 Volume（量）」「 Variety（多様性）」「 Velocity（速度・頻度）」の要素
が高いレベルで確保されていることが特徴であるとした上で、特に「ゲ
ノム解析情報」「ウェアラブルデバイスから得られる情報」「電子カルテ
から得られる情報」の三つを取り上げ、そのビッグデータを用いた各種
研究や疾病予防及びゲノム医療への利活用事例等を紹介した。
　また、春日会頭は、「高齢者もできるだけ長く健康で活躍できる豊か
な人生 100 年時代が求められているが、本人が主体的に取り組む意識が
重要になる」と指摘。そのためにも PHR の活用や健康・疾病リテラシ
ーの向上等が求められているとするとともに、今後、ビッグデータと AI
の活用による医療の効率化が医療従事者の時間と心の余裕につながり、
個々の患者に寄り添う医療が容易になることに期待を寄せた。
　更に、わが国における医学の発展の基礎を築いたエルヴィン・フォン・
ベルツ氏が、第 1 回日本医学会総会の講演の中で、「専門家こそ専門外

の研究を知る必要がある」と述べ、医学会総会の意義
を強調したことやその半年前の日本在留 25 周年

記念祝典で講演した一節を紹介し、ベルツ
氏が触れた科学の樹を育むのは社会では
ないかとの見解を示した。
　その上で、「社会の信頼と合意の下に、
初めて医学研究並びに医療の社会実装が

可能になり、医学・医療の進歩がある。
技術革新が急速に進むこれからの時代に

おいては、ますます社会との対話が重要に
なる」と指摘し、医学会総会もその一つ

の機会として、恒常的に行われ
ることが今後の課題である
と結んだ。

　尾身理事長は、日本における新型コロナについて、（ 1 ）対策の特徴、
（2）評価、（3）直面した課題、（4）今後の見通し─を概説の上、「感

染症に強い社会の構築」に向けた提言を行った。
　（ 1 ）では、冒頭、日本の新型コロナ対応が明らかに準備不足であっ
たことを指摘するとともに、2009 年に発生した新型インフルエンザの
流行が収束した後、次のパンデミックに備え、念入りな総括を行ったも
のの、自然災害といった要因のために新型コロナ対応には生かされなか
ったとの認識を示した。
　（ 2 ）では、ヨーロッパ各国や韓国、シンガポールとの感染者数、死
亡者数を比較し、日本が依然として人口 10 万人当たりで比較するとい
ずれも少ない水準にあることを説明。不利な状況の中でも優れた結果を
残すことができたのは、①医療従事者の献身的な努力②一般市民の協力
③国及び自治体による感染対策の定期的実施─があったことが挙げら
れるとした。
　一方、（ 3 ）では、①政府と専門家の関係性が不明確②医療の逼

ひっぱく

迫③
不十分かつ遅れたコミュニケーション─などの課題があったことを挙
げ、それぞれの解決に向けた見解を述べた。
　（ 4 ）では、感染者・入院者・死亡者の状況が日本の 10 カ月先の状況
を表していると言われているイングランドの現状を紹介。「イングラン
ドでは感染の波が訪れる間隔とその振幅が少しずつ小さくなっているエ

ンデミックの状態に近付いているが、日本はその状況
にはない」との認識を示した。

　また、「感染症に強い社会の構築」のため
に必要なこととして、①責任の所在と役割の
明確化②国と専門家との円滑なコミュニケー
ション③薬剤等の研究開発④国による国内外
への情報発信⑤有事に備えた平時からの準備
と人材育成─などがあることを挙げるとと
もに、「多様な職種の人材によるネットワー

ク構築」「国に対して感染症対策に関する政策
立案を行うことができる専門家の育成」

「新型コロナを踏まえた医療
制度の見直し」 などが重

要になると強調した。

　大隅栄誉教授は、冒頭、自身が約 30 年にわたり「オートファジー」
の研究に取り組むことができた要因について、「時代背景もあるが、研
究に適した環境と周囲の理解が得られた幸運もあったとして、感謝の意
を示した。また、「人がやらないことをやりたい」という信条が、オー
トファジーを解明する上で非常に重要であったと振り返るとともに、研
究の成果と医療応用への展望について説明した。
　大隅栄誉教授は、生命体にとって「分解」が合成と同様に重要である
ことを突き止める一方、オートファジーができない場合、細胞に何が起
こるのかに着目。オートファジーに必要な遺伝子を同定し、オートファ
ジーのできない（ 1 ）マウス、（ 2 ）肝臓を持つマウス、（ 3 ）脳神経系
を持つマウス─をつくり出したところ、いずれもオートファジーが個
体の生存に重要な役割を果たしていることを示唆する結果が得られたこ
とを紹介した。
　また、近年では、オートファジーの生理機能は「たんぱく質の合成」
のみならず、①細胞内浄化②病原体排除③腫

しゅよう

瘍抑制─など、さまざま
であることが判明しつつあるとするとともに、特に③では、がん細胞を
特異的に攻撃する創薬等につながる可能性があるとし、期待感を示した。
　一方、現在、オートファジーは世界中で研究される分野となったもの
の、応用研究に至るにはまだ長い年月が掛かると指摘。若手研究者に向
けては、「はやりの分野に打ち込むばかりではなく、未開の分野に挑戦
することが基礎科学の発展には欠かせない。科学はあ
らかじめ結果が分からないことへの挑戦との前提
に立ち、自由な発想で取り組むことが大切」と
エールを送った。
　また、最後に大隅栄誉教授は、科学研究を
志す若者が減少している現状について、人の
活動のグローバル化、IT・AI の急激な進歩、
短期的な成果を求め過ぎる社会の傾向、行き
過ぎた選択と集中にその原因があるとして警
鐘を鳴らすとともに、①基礎研究者への支援
②企業や個人からの基礎科学への期待
と支援③企業による長期的な目標
設定と基礎研究への回帰─
が必要との認識を示した。

　門田医学会長は、日本医学会の創立から 120 年の歴史を振り返り、わ
が国の総人口の推移や各国の平均寿命を示しながら、最も大きな出来事
の一つとしてゲノム革命（ヒトゲノム全塩基配列解読）を挙げ、その“光”
の部分としてさまざまな成果が期待される一方、“ 影 ” の部分となる課
題等にしっかりと取り組んでいく必要があるとした。
　また、わが国の医療の特徴として、これまでは科学技術が重視され、
社会学的、制度的な整備が追いついていない面があったと指摘。最近は
科学技術に関しても論文数が低下するなど危うい状況になってきている
とした他、学術の世界と政治の関係にも問題が生じてきているとした。
　更に、直面する急激な社会環境の変化の代表例として、ChatGPT 等の
AI と人間の関係に触れ、「最終的にはシンギュラリティ（人工知能が人
間の知能を超える転換点）が起きるかも知れない」と述べた。
　同医学会長は、このような環境の変化の中で「日本医学会が目指す道」
というテーマについて考えることは易しいものではないとした上で、学
術のあるべき姿について、過去の識者等の発言や著書を引用しながら解
説。「我々は今非常に大きな変化の中にいるが、目の
前で変わっているものを追い掛けるだけではな
く、変わってはならないものは守っていかな
ければならない」と強調し、医学界の中だけ
で話をするのではなく、全国民に理解を得
るような形で活動していく方向性が求めら
れるとした。
　門田医学会長は最後に、「今回の医学会総
会は新しい 120 年の始まりとなる。我々は過
去を反省し、過去から未来へと向かっていく」
と述べ、本総会を契機としてさまざ
まな活動が展開されていく
ことに期待感を示した。

会頭講演「ビッグデータが拓く未来の医学と医療─豊
かな人生100年時代を求めて─」

春日雅人 第31回日本医学会総会会頭

閉会講演「COVID-19　これまで、そしてこれから」
尾身茂 公益財団法人結核予防会理事長

開会講演「オートファジー研究を振り返って　基礎研
究と医療応用の発展のために」

大隅良典 東京工業大学栄誉教授

日本医学会長講演「創立120周年を過ぎた日本医学
会が目指す道」

門田守人 日本医学会長
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　第 31 回 日 本 医 学
会総会 開会記念 特
別講演会・市民公開
講座では、冲永寛子
第 31 回日本医学会
総会式典委員長の開
会あいさつの後、春
日雅人同総会会頭を
座長に、中村祐輔国
立研究開発法人医薬
基盤・健康・栄養研

究所理事長より、「デジタル化・AI 化で思いやりに満ちた医療を！」と題
した基調講演が行われた。
　中村理事長は、（ 1 ）国民に高度で先進的な医療サービスを提供すると
ともに、医療従事者の負担軽減を図る、（ 2 ）全国どこでも、いつでも、
誰でも新しい技術、知識にアクセスできるようなシステム、新しい医療を
享受できるようなシステムを作る─ことが求められており、そのために
もデジタル化や AI 化が必要であると強調。今後に向けて、自身も、「日本
医師会、医療機関、企業間で連携し、最先端の医療を提供する」「人工知
能ロボットや人工知能アバターを用いて、医療現場の負担を軽減する」「症
状や症状の表現等、約 44 万語からなる医療用語集を作成し、誤診や診断
の遅れを回避する」ことなどに取り組んでいると紹介した。
　また、将来、医療従事者は患者が既に病気の知識を持っていることを前
提に診察することが予想されることから、人工知能との向き合い方や AI を
どのように医療現場にうまく溶け込ませるのかを考える必要があると主

張。AI の正確性については、「人間の診断と同様に 100％の精度を求める
ことは不可能であるが、AI の活用によって医療現場の負担軽減や医療の質
の向上が図られる」と期待感を示す一方で、現状では AI の使用ルール、信
頼性や責任の所在等の策定が追いついていないとして、その改善を求める
とともに、ランサムウェア被害等に備えたバックアップシステムの構築の
必要性についても言及した。
　最後に中村理事長は、「デジタルや AI を用いた医療は冷たいものではな
く、ミスを減らし、時間的な余裕を生むことで、心の余裕をもたらしてく
れるものである」と述べるとともに、機械が持たない「人間力」を高める
ためにも、医療関係者の人間力を高める教育のあり方を考えていくよう呼
び掛けた。
　続いて、「デジタル革命と未来の医療」と題するパネルディスカッショ
ンが行われ、「未来の医療のイメージ」「未来の医療の課題」などについて、
パネリスト間で活発な議論が交わされた。
　その後、春日会頭より、①ビッグデータによる医学・医療の変革②革新
的医薬品や医療技術を通じた未来医療の提供③持続可能な新しい医療シス
テムの構築と未来の医療を支える人材の育成④パンデミック・大災害に対
抗するイノベーション立国による挑戦⑤人生 100 年時代に向けた医学と医
療の実現─の 5 つの柱からなる「健康社会への宣言　2023 東京」が発表
された。
　春日会頭は最後に、特別講演会・市民公開講座への参加に謝意を示した
上で、「基調講演とパネルディスカッションを通じて、デジタルや AI がよ
り身近に感じられるようになり、未来の医療のイメージが湧いてきたので
はないか。21～ 23 日での学術講演や学術展示等にも触れ、より考えや知
識を深めて欲しい」と述べ、特別講演会・市民公開講座は閉会となった。

第31回日本医学会総会 開会記念 特別講演会・市民公開講座

　2024 年 4 月からの医師の働き方改革の施行を間近に控え、残された時間
で何をすべきかを考えるために行われた会頭特別企画 3「 2024 年の医師の
働き方改革元年を翌年に控えて─課題と展望」では、7 名の演者が講演を
行った。
　⻆田徹副会長は、日本医師会としては医師の働き方改革を進めるに当た
って、「地域医療の継続性」と「医師の健康への配慮」の両立が重要と考
えているとした上で、女性医師に対しては、「今後のライフイベントを考
慮した働き方を検討・計画して欲しい」と述べた他、「基本領域学会の先
生に対しては C-2 水準の取得を、宿日直として勤務医の派遣を受けている
医療機関の先生に対しては宿日直許可の取得を、それぞれ検討して欲しい」
と呼び掛けた。
　瀬戸泰之東京大学医学系研究科消化管外科教授は、医師の働き方改革の
各水準を診療科ごとに申請できるようにすることを提案。医師の働き方改
革を進めるためには社会の理解が必要だとした他、大学における教育・研
究の質の低下の可能性に懸念を示した。
　遠藤久夫学習院大学経済学部教授は、医師の働き方改革の懸念点として、
地域医療、臨床研修、医師の人件費、他の医療政策に対する影響を挙げ、
今後注視していく必要があるとした。
　佐々木康輔厚生労働省医政局医事課医師等医療従事者働き方改革推進室
長は、2024年に向けて、各医療機関に早急に行って欲しいこととして、「自
院の医師の勤務労働時間の把握」「必要な場合には宿日直許可の申請」「自

己研
けんさん

鑽の明確化」などを挙げ、引き続きの協力を求めた。
　岸玲子北海道大学特別招へい教授は、「日本では極めて安心できる医療
を非常に少ない医師が必死で提供している状況にある」と指摘。その改善
のためにも、医師の業務の見直し、タスクシェア・タスクシフトの推進な
どが必要であり、国の財政的支援が不可欠だと強調した。
　森正樹東海大学副学長は、7 つの大学で行われている外科医の勤務環境
改善に向けた取り組みとして、「主治医制を廃止し、チーム制を導入」「他
の診療科医師へのタスクシフト」「モバイル端末によるカルテ閲覧システ
ムの導入」などを紹介。今後はICTの導入やスタッフの増員が求められるが、
そのためにも国からの財政支援が不可欠であると主張した。
　岡留健一郎日本病院会副会長は、医師の働き方改革のためには「タスク
シェア・タスクシフト」「多職種との強力なパートナーシップ」「医師の判
断への忖

そんたく

度と遠慮を示す風土の払拭」が必要だと指摘。そういう意味から
も「医師の働き方改革は病院改革の契機にもなる」とした。

会頭特別企画3「2024年の医師の働き方改革元年を翌年に控えて─課題と展望」

　新型コロナウイルス感染症のパンデミック禍における世界での対応を検
証するために行われた会頭特別企画 4「 COVID-19 に世界はどう対応した
のか？どう対応するのか？」では、5 名の演者が講演を行った。
　アメリカのアンソニー・ファウチ前米国立アレルギー感染症研究所長
は、COVID-19 から得た 10 の教訓として、（ 1 ）想定外の事態を想定してお
く、（ 2 ）世界中に情報を共有する、（ 3 ）臨床研究のためにつくられた既
存の体制を強化する、（4）パンデミックにつながる病原菌を早期に特定し、
ワクチン開発などに取り組む、（ 5 ）人と動物の接点に注意を払う、（ 6 ）
誤った情報には注意する─ことなどが必要になると強調。今後について
は、「残念ながらコロナを根絶・排除することはできないがワクチン接種
や換気、マスクの着用などでコントロールすることは可能だ」として、引
き続きの協力を求めた。
　山本尚子国際医療福祉大学大学院教授は、コロナ禍で行われてきたこと
として、①病原体情報の共有②ワクチン・医薬品に公平にアクセスできる
ための枠組みの創設③迅速な承認審査の枠組みの創設─などが挙げられ
ると説明。
　また、今後、新たな感染症の発生に備えた世界の動きについても触れ、
IHR（国際保健規則）の改正や、パンデミック条約の制定に向けた検討が

進められていることを紹介するとともに、低所得国の m-RNA ワクチンの
開発能力を高めることも必要になると指摘した。
　台湾のオードリー・タン デジタル担当大臣は、マスクマップを作成し、
誰でもマスクの在庫等を見られるようにするなど、デジタルを活用して、
コロナのパンデミックに対応した台湾の取り組みを紹介。デジタルの活用
に当たっては、サイバー攻撃への対応、個人情報の保護にも努めていると
した。
　ピーター・ホービー オックスフォード大学教授は、 自身が行った
RECOVERY 試験（実際に治療にあたる医師にどの治療薬を使用すべきかと
いった必要な情報を提供して行う臨床試験）の結果を説明。コロナなどの
未知の感染症の治療法を見つけるためには、実地に即した大規模な臨床試
験が必要となるが、RECOVERY 試験は低所得国でも実施可能であるとして
その意義を強調した。
　リチャード・ハチェット感染症流行対策イノベーション連合（ CEPI ）
CEO は、CEPI が掲げる「 100 日ミッション」（新たな病原体に対するワク
チンを100日以内で開発する目標）への日本の協力に謝意を示すとともに、
感染症のパンデミックは地震と異なり、予防可能であるが、そのためにも
サーベイランスの強化とワクチン開発が不可欠になると指摘した。

会頭特別企画4「COVID-19に世界はどう対応したのか？どう対応するのか？」
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　「 2040 年を見据えた地域医療構想─我が国の医療供給体制の課題と未来
への提言」をテーマとした会頭特別企画 8 が行われた。
　基調講演を行った永井良三自治医科大学長は、わが国の地域医療につい
て、「人口減少や少子高齢化という問題により持続困難になりつつある」
と述べた上で、医師の専門性や IT 化、財政等の問題をまとめて解決できる
ような方策は存在しないことを強調した。
　また、日本の医療について、高度急性期が手薄になっていると指摘。解
決に向けた地域の役割分担を今後、関係者がお互いを尊重しながら、デー
タに基づいて議論していく必要があるとした。
　猪口雄二副会長は、まず、「地域医療構想は 2025 年度が 1 つの終着点で
あることを考えると、2023、24 年度が非常に重要になる」と指摘した。
　また、これまでは病床を基準として地域医療構想は考えられてきたが、
介護保険や外来医療との整合性も考慮に入れて議論していく必要があると
した他、病院区分について現在の表現は国民にとって分かりづらいとして、

「国民の目線に立って、その見直しを考えていかなければならない」と述
べた。
　迫井正深内閣官房新型コロナウイルス等感染症対策推進室長は、地域医

療構想の実現のためには、地域の将来像をきちんと共有し、需要が増える
診療科や求められる入院体制等も考えながら、利害調整を行っていく必要
があると指摘。また、地域医療構想を考える際には、「社会システムとし
ての医療提供という視点がどうしても必要になる」と述べ、その際には各
種職能団体など、医療界との調整が求められるとした。
　荒井正吾奈良県知事（当時）は、地域医療に関する奈良県の取り組みを
紹介。エビデンスを基に関係者を説得しながら、医療機関の機能分化及び
不足していた急性期医療の整備等を進め、医療のパフォーマンスも上がっ
てきているとした。
　今村知明奈良県立医科大学公衆衛生学講座教授は、日本の今後について、
大都市では高齢化率や老年人口が増える一方で、地方では既に老年人口が
減少に転じているところもあるなど、両極端な状況になってくると解説。
特に都市部の在宅医療の需要に対応できるかが大きな課題との見方を示す
とともに、需要のピークアウト後についても併せて考えなければならない
とした。
　大屋祐輔琉球大学病院長は、地域医療構想の中で大学が関わる部分とし
て、医師の養成と派遣を挙げ、自院での医学部の 6 年間だけでなく、10 年
目程度までを見据えた教育や、地域枠の取り組みが一定の効果を上げてい
ることを報告。その一方で、医師の働き方改革は大学の取り組みを難しく
するとの見方を示し、修練の時間や給与の問題をどうするか苦慮している
現状を説明した。
　猪熊律子読売新聞東京本社編集委員は、地域医療構想について、「メデ
ィアの立場から見ると病院の病床数の議論に終始してしまっている印象を
受ける」と述べ、今後、在宅医療も含めた議論が進むことに期待感を示し
た他、IT 等のテクノロジーのより一層の活用が必須になるとした。

会頭特別企画8「2040年を見据えた地域医療構想─我が国の医療供給体制の課題と未来への提言」

　会頭特別企画 5 では「 COVID-19 に日本はどう対応したのか？どう対応
するのか？」をテーマに、6 名の演者による講演が行われた。
　押谷仁東北大学大学院医学系研究科微生物学分野教授は、日本と世界に
おける新型コロナの初期対応について概説。日本で行っていた感染源の特
定調査や 3 密回避は、クラスターのコントロールにおいて有効な手段であ
ったとした。また、今後については、5 月 8 日以降の感染対策のあり方や、
将来、新興感染症のパンデミックが起きた際の対応について考えていかな
ければならないと強調した。
　大曲貴夫国立国際医療研究センター国際感染症センター長は、コロナの
特徴やコロナ禍における臨床像の変化等を説明した上で、ワクチンの効果
や治療薬の開発について評価しつつ、今後はより早急な開発と人々への提
供が求められているとした他、「高リスク者が感染した際の迅速な医療の
提供や入院病床の確保」「コロナ診療と一般診療の両立」など、多くの課
題が残っているとし、それらの解決のためにも次のパンデミックに備えた
感染症に強い医療体制の再構築が重要になるとした。
　岡部信彦川崎市健康安全研究所長は、時代や感染症に合わせて感染症危
機管理体制が改善されてきた経緯を説明。2009 年の新型インフルエンザ
が発生した際、提言や法整備がなされたことに対する検証が行われていな
いことに懸念を示し、これからは感染症危機に備えた政府の体制づくりの
他、提言や政府行動計画に基づいて PDCA サイクルを回していくことなど
が求められると主張した。
　脇田隆字国立感染症研究所長は、国立感染症研究所と国立国際医療研究
センターを統合し、国立健康危機管理機構が設立されることについて、「パ
ンデミックにおける公衆衛生対応の向上」「ワクチンと治療薬等の研究に
対する能力の強化」が期待されると指摘。また、専門家組織の役割につい

ては、人々の理解と協
力を得られるよう、政
府に対して透明性のあ
る助言を行うことであ
るとし、「今後のパン
デミックや、自然災害
が起きた際にも、こう
いった組織やシステム
は重要になる」と強調
した。
　河岡義裕国立国際医
療研究センター国際ウ
イルス感染症研究センター長は、新型コロナの教訓を踏まえた、研究開発
の視点から見た課題として、「大臣確認実験の問題」「フレームワークの欠
如」等があったとして、その内容を概説。また、ワクチン開発のための世
界トップレベル研究開発拠点（フラッグシップ拠点やシナジー拠点）の取
り組みを説明し、基礎研究、人材、データが不十分であるなど、さまざま
な課題が残っていることを指摘した。
　武見敬三参議院議員はコロナによって確認された三つの大きな課題とし
て、（ 1 ）パンデミックに対する危機管理体制の構築、（ 2 ）医療情報シス
テムの構築、（ 3 ）ワクチンを含む創薬力─について説明した他、その
解決に向けて自身が関わった提言や取り組みについて報告。「コロナのパ
ンデミックはわが国の医療提供体制の弱点をさらけ出したが、弱点が明ら
かになったという意味では大きな成果があったと言えるのではないか」と
の考えを示した。

会頭特別企画5「COVID-19に日本はどう対応したのか？どう対応するのか？」
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６
・
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本
医
師
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３
９
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７
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（5）第1480号 日 医 ニ ュ ー ス 〔第3種郵便物認可〕令和5年5月20日

日本医師会定款第19条及び第20条第2項の規定に基
づき、来る6月25日（日曜）午前9時30分から東京都
文京区本駒込2丁目28番16号日本医師会館において、
第154回日本医師会定例代議員会を開催いたします
が、その際、定款第33条及び第34条の規定により、
本会常任理事の選任・選定を行います（任期は、令
和5年6月25日から令和5年度に関する定例代議員会終
結の時までとなります）。
つきましては、日本医師会会員の中で本会常任理事
に立候補しようとする者は、定款施行細則第18条、
第20条及び第22条の規定に基づき、別紙様式により
選任期日の3週間前までに、即ち公示日から6月4日（日
曜）午後5時までの間に、本委員会宛に届け出るよう
お願い申し上げます。

記

1.		立候補しようとする者は、立候補者の氏名、立候補
しようとする役職、医籍登録番号、立候補者の住所、
所属都道府県医師会名及び推薦人（10名以上15名以
内）を記載した立候補届出書（様式1）並びに候補
者経歴表（様式2）を提出して下さい。
2.		定款施行細則第24条の規定に基づき、候補者は、氏
名、経歴、所信、写真を本会ホームページに掲載す
るよう申し出ることができます。掲載を希望する候
補者は、指定用紙（A4判一枚）をもって、定款施
行細則第18条の規定にある期間内に本委員会宛に
申請して下さい。申請された掲載文及び写真は、そ
のままPDFファイル化し、本会ホームページに掲
載いたします。なお、定款施行細則第25条の規定に
より、掲載文の中で他人の名誉を傷つけ、善良な風
俗を害し、その他品位を損なう文言を記載すること
は厳に禁じられています。また、本申し出がない場
合でも、候補者の氏名及び所属都道府県医師会名を
本会ホームページに掲載する場合がございますの
で、ご了承下さい。

なお、今回選任・選定する常任理事の定数は4名です。

（参　考）

公益社団法人日本医師会定款（抜粋）
第6章　役員等

（役員等の選任）
第33条　理事及び監事は、本定款の定めるところに
より、本会会員の中から、代議員会の決議によって
選任する。	
2		前項の規定に基づく理事の選任は、役職（会長、副
会長、常任理事及び理事）毎に分けて行う。
3	前項の選任は、得票数の多い順に、定款で定められ
た当該役職毎の員数に達するまでの得票を得たこ
とを条件とする代議員会の決議をもって行う。
4	前2項の規定に基づく理事の選任において、当選人
の数が代議員会の決議要件を欠くために当該役職
の員数に達しないときは、当選人を除く候補者のう
ち、得票数の多い順に、員数に不足する数に1名を
加えた数の候補者をもって、再度、前2項の規定に
基づく理事の選任を行う。なお、再度の候補者を定
めるにあたり、得票数が最も少ない候補者の得票数
が同じであるときは、いずれも候補者とする。
5	第1項の規定に基づく監事の選任は、前2項の規定に
準じて行う。
6	会計監査人は、代議員会の決議によって選任する。
（会長、副会長及び常任理事の選定等）
第34条　会長、副会長及び常任理事は、本定款の定
めるところにより、代議員会の決議によって選定及
び解職する。
2	前項の規定に基づく会長、副会長及び常任理事の選
定においては、前条の規定に基づき選任された理事
をもってそれぞれの候補者とする。

日本医師会定款施行細則（抜粋）
第3章　役員の選任

（役員選任の細則）
第15条　定款第33条第1項及び第35条の規定に基づく
役員の選任は、本章の定めるところによる。　
（選任に関する必要事項の通知）
第16条　選挙管理委員会は、役員の選任にあたって
は、あらかじめ、選任に関する必要な事項について、
その要旨を都道府県医師会長に通知しなければな

らない。
（選任期日の公示）
第17条　選挙管理委員会は、役員の選任の期日を、
その30日前までに、公示（本会のホームページへ掲
載）しなければならない。
（立候補届出）
第18条　役員の候補者となろうとする者は、会員10
名以上15名以内の推薦を受けて、その選任の期日の
3週間前までに、文書で、その旨を選挙管理委員会
に届け出なければならない。
2	前項の届出は、午前10時から午後5時までの間にし
なければならない。
（経歴表の添付）
第20条　第18条の規定による立候補届出には、経歴
表を添付しなければならない。
（立候補届出書等の様式）
第22条　立候補届出書、経歴表及び候補辞退届出書
の様式は、別紙で定める。
（ホームページへの掲載）
第24条　候補者は、選挙管理委員会に対し、役員の
選任において、候補者の氏名、経歴、所信、写真を、
本会ホームページに掲載するよう申し出ることが
できる。
2	前項の場合、候補者は、選挙管理委員会が指定した
用紙を用いた掲載文及び写真を添えて、選挙管理委
員会の指定する期日までに、文書で選挙管理委員会
に申請しなければならない。
3	選挙管理委員会は、前項の申請があったときは、掲
載文及び写真を、本会ホームページに掲載する。
4	第1項の申し出がない場合であっても、選挙管理委
員会は、候補者の氏名及び所属都道府県医師会名
を、本会ホームページに掲載することができる。
5	掲載の順序は、候補者一覧表の記載の順序による。
（品位保持）
第25条　候補者は、前条第2項の掲載文には、他人の
名誉を傷つけ、善良な風俗を害し、その他品位を損
なう文言を記載してはならない。
（役員の任期の起算）
第38条　役員の任期の起算は、その選任が行われた
時からとする。

公益社団法人日本医師会 選挙管理委員会
（令和5年5月20日）

日本医師会常任理事の選任・選定に関する公示

医
療
機
関
勤
務
環
境
評
価

セ
ン
タ
ー
（
以
下
、
セ
ン
タ

ー
）
の
「
評
価
受
審
の
ポ
イ

ン
ト
お
よ
び
Ｃ
─

２
水
準
に

関
す
る
説
明
会
」
が
４
月
21

日
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
形
式
で
開
催
さ

れ
た
。

説
明
会
は
城
守
国
斗
常
任

理
事
の
司
会
で
開
会
。
冒
頭

あ
い
さ
つ
し
た
松
本
吉
郎
会

長
は
、
新
制
度
が
開
始
さ
れ

る
２
０
２
４
年
４
月
に
向
け

て
、
医
師
の
労
働
時
間
短
縮

へ
の
取
り
組
み
を
行
う
医
療

機
関
へ
の
支
援
を
今
後
も
続

け
て
い
く
姿
勢
を
示
す
と
と

も
に
、
本
説
明
会
が
医
師
の

勤
務
環
境
の
改
善
を
進
め
て

い
く
一
助
に
な
る
こ
と
に
期

待
感
を
示
し
た
。

引
き
続
き
、議
事
に
移
り
、

城
守
常
任
理
事
が
ま
ず
、
医

師
の
働
き
方
改
革
の
概
要
を

説
明
。
そ
の
う
ち
、
Ｃ
─

２

水
準
に
つ
い
て
は
、
「
現
在

の
医
療
の
質
を
維
持
・
向
上

す
る
意
味
か
ら
も
そ
の
位
置

付
け
は
Ｂ
水
準
と
は
異
な
る

も
の
で
あ
り
、
該
当
す
る
技

術
は
高
度
な
医
療
に
限
ら
れ

て
い
る
わ
け
で
は
な
い
」
と

し
て
、
理
解
を
求
め
た
。

２
０
２
４
年
４
月
に
向
け

て
、
全
て
の
医
療
機
関
に
求

め
ら
れ
る
取
り
組
み
と
し
て

は
、
（
１
）
医
師
の
労
働
時

間
の
把
握
、
（
２
）
36
協
定

の
締
結
、
（
３
）
面
接
指
導

実
施
体
制
の
整
備

─
が
あ

る
と
説
明
。
（
１
）
に
つ
い

て
は
、
副
業
・
兼
業
先
の
勤

務
予
定
と
労
働
時
間
の
把
握

が
必
要
に
な
る
と
し
て
、
医

師
が
申
告
す
る
仕
組
み
と
そ

の
申
告
を
受
け
る
仕
組
み
の

両
方
の
整
備
を
要
請
し
た
。

ま
た
、
宿
日
直
許
可
に
つ

い
て
は
、
セ
ン
タ
ー
へ
の
受

審
の
際
に
は
、
宿
日
直
許
可

書
が
あ
っ
た
場
合
で
も
、「
宿

日
直
を
行
っ
た
日
の
労
働
時

間
が
確
認
で
き
る
勤
務
実
績

表
、
ま
た
は
当
直
表
と
宿
日

直
を
行
っ
た
医
師
の
時
間
外

手
当
の
申
請
書
」
「
宿
日
直

許
可
の
有
無
に
応
じ
た
時
間

外
・
休
日
労
働
時
間
が
記
載

さ
れ
て
い
る
こ
と
」
が
必
要

と
し
て
注
意
を
呼
び
掛
け
た
。

そ
の
他
、
自
己
研け

ん
さ
ん鑽

に
つ

い
て
は
、
①
医
局
内
で
十
分

に
話
し
合
い
、
検
討
し
た
上

で
そ
の
取
り
扱
い
を
各
医
療

機
関
で
明
確
化
、
明
文
化
し

て
い
る
②
医
師
だ
け
で
な

く
、
医
療
機
関
内
の
他
の
職

種
を
含
め
て
周
知
し
て
い
る

─
こ
と
が
必
要
に
な
る
と

し
た
。

（
２
）
に
関
し
て
は
、
協

定
締
結
に
当
た
っ
て
求
め
ら

れ
る
労
働
者
側
の
過
半
数
代

表
者
の
選
出
に
つ
い
て
、
受

審
の
評
価
に
当
た
っ
て
は
代

表
者
を
選
出
し
て
い
る
だ
け

で
な
く
、
代
表
者
の
選
出
方

法
や
結
果
等
の
記
録
が
求
め

ら
れ
る
と
し
て
、
理
解
を
求

め
た
。

ま
た
、（
３
）に
つ
い
て
は
、

面
接
指
導
実
施
医
師
に
な
る

に
は
産
業
医
で
あ
っ
て
も
所

定
の
養
成
講
習
会
を
受
講
す

る
必
要
が
あ
る
な
ど
、
従
来

の
労
働
安
全
衛
生
法
の
面
接

指
導
と
は
別
の
枠
組
み
が
求

め
ら
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
を

紹
介
し
た
。

Ｂ
、
Ｃ
水
準
の
指
定
申
請

を
行
う
医
療
機
関
に
更
に
求

め
ら
れ
る
取
り
組
み
と
し
て

は
、
①
医
師
労
働
時
間
短
縮

計
画
（
案
）
の
作
成
②
連
続

勤
務
時
間
制
限
・
勤
務
間
イ

ン
タ
ー
バ
ル
規
制
等
へ
の
対

応

─
等
に
言
及
。
①
に
関

し
て
は
、
「
計
画
の
対
象
と

な
る
医
師
を
明
確
化
す
る
」

「
現
時
点
で
は
未
達
成
ま
た

は
取
り
組
み
中
で
あ
っ
て

も
、
実
施
時
期
を
定
め
て
取

り
組
み
を
行
う
こ
と
が
予
定

さ
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て

は
、時
短
計
画
に
記
載
す
る
」

こ
と
な
ど
が
重
要
に
な
る
と

説
明
。
更
に
、
②
に
つ
い
て

は
、
体
制
整
備
を
進
め
る
必

要
性
に
つ
い
て
解
説
し
た
。

そ
の
他
、
城
守
常
任
理
事

は
セ
ン
タ
ー
へ
の
書
面
審
査

の
受
審
に
当
た
っ
て
の
留
意

点
と
し
て
、
「
添
付
資
料
に

は
、
『
取
組
状
況
』
欄
に
記

載
し
た
内
容
に
対
応
す
る
箇

所
が
サ
ー
ベ
イ
ヤ
ー
に
分
か

る
よ
う
に
す
る
」
な
ど
の
配

慮
を
要
請
。
申
請
の
時
期
に

つ
い
て
は
「
少
な
く
と
も
今

夏
ま
で
に
お
願
い
し
た
い
」

と
し
て
、
協
力
を
求
め
た
。

藤
川
葵
厚
生
労
働
省
医
政

局
医
事
課
医
師
等
医
療
従
事

者
働
き
方
改
革
推
進
室
室
長

補
佐
は
、
（
１
）
臨
床
研
修

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
研
修
を
行
う

医
師
、
（
２
）
基
本
19
領
域

の
専
門
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

研
修
を
行
う
医
師
、
（
３
）

基
本
19
領
域
の
専
門
研
修
プ

ロ
グ
ラ
ム
修
了
後
の
医
師

─
そ
れ
ぞ
れ
に
必
要
な
医

師
の
働
き
方
改
革
に
お
け
る

対
応
を
説
明
し
た
。

（
１
）
で
は
、
「
研
修
医
療

機
関
に
お
け
る
時
間
外
・
休

日
労
働
想
定
最
大
時
間
数
」

の
書
き
方
と
し
て
、
「
臨
床

研
修
医
と
雇
用
契
約
を
締
結

し
な
い
病
院
」
や
「
研
修
協

力
施
設
」
な
ど
は
記
載
し
な

く
て
良
い
こ
と
な
ど
を
解
説

し
た
。

（
２
）
で
は
、
基
本
領
域

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
労
働
時
間
の

登
録
に
当
た
っ
て
、
基
本
領

域
学
会
の
承
認
行
為
を
挟
ま

ず
、
日
本
専
門
医
機
構
に
よ

る
労
働
時
間
数
等
の
審
査
も

な
い
形
で
入
力
で
き
る
よ

う
、
日
本
専
門
医
機
構
と
交

渉
中
で
あ
る
こ
と
な
ど
を
紹

介
し
た
。

ま
た
、
（
３
）
で
は
、
専

攻
医
を
卒
業
し
た
医
師
の
技

能
研
修
の
た
め
に
長
時
間
労

働
が
必
要
な
場
合
に
適
用
さ

れ
る
と
説
明
す
る
と
と
も

に
、「
申
請
に
当
た
っ
て
は
、

Ｃ
─

２
審
査
・
申
請
ナ
ビ
に

掲
載
の
令
和
４
年
度
審
査
で

承
認
さ
れ
た
、
審
査
申
請
書

の
記
載
例
な
ど
を
参
考
に
し

て
欲
し
い
」
と
述
べ
た
。

長
時
間
労
働
医
師
に
対
す

る
面
接
指
導
の
体
制
整
備
に

つ
い
て
は
、
医
師
が
副
業
・

兼
業
を
行
っ
て
い
る
場
合
、

主
た
る
勤
務
先
で
面
接
指
導

を
実
施
し
、
面
接
指
導
の
結

果
を
証
明
す
る
書
面
を
副

業
・
兼
業
を
行
っ
て
い
る
医

療
機
関
に
提
出
す
れ
ば
、
面

接
指
導
は
実
施
済
み
と
み
な

さ
れ
る
こ
と
な
ど
を
概
説
し

た
。な

お
、
今
回
の
説
明
会
の

動
画
は
、
日
本
医
師
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
メ
ン
バ
ー
ズ
ル

ー
ム
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
の

で
、
ご
参
照
願
い
た
い
。

評
価
受
審
の
ポ
イ
ン
ト
お
よ
び
Ｃ
│
２
水
準
に
関
す
る
説
明
会

  

新
制
度
開
始
に
向
け
て
医
療
機
関
が
行
う
べ
き
こ
と
等
に
つ
い
て
説
明

医
療
機
関
勤
務
環
境
評
価
セ
ン
タ
ー

日
　

本
　

医
　

師
　

会

ダ
イ
ヤ
ル
イ
ン

人
事
課	

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
３
・
総
務
課	

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
１
／	

03
―
３
９
４
２
―
６
４
７
７
・
施
設
課	

03
―
３
９
４
２
―
７
０
２
７
・
経
理
課	

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
６
・
広
報
課	

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
３
・
情
報
シ
ス
テ
ム
課	

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
５
・（
会
員
情
報
室	

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
２
／
電
子
認
証
セ
ン
タ
ー	

03
―
３
９
４
２
―
７
０
５
０
）

医
療
保
険
課	

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
０
・
介
護
保
険
課	

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
１
・
医
業
経
営
支
援
課	

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
９
・
年
金
福
祉
課	

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
７
・
生
涯
教
育
課	

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
９
・
編
集
企
画
室	

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
８
・
日
本
医
学
会	

03
―
３
９
４
２
―
６
１
４
０
・
医
学
図
書
館	

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
２
・
国
際
課	

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
９

総
合
医
療
政
策
課	

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
４
・
医
事
法
・
医
療
安
全
課	

03
―
３
９
４
２
―
６
５
０
６
／
03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
４
・
地
域
医
療
課	

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
７
・
医
療
技
術
課	

03
―
３
９
４
２
―
６
４
７
８
・
日
本
准
看
護
師
推
進
セ
ン
タ
ー	

03
―
３
９
４
２
―
７
２
７
６
・
健
康
医
療
第
一
課	

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
８
・
健
康
医
療
第
二
課	

03
―
３
９
４
２
―
８
１
８
１

感
染
症
危
機
管
理
対
策
室	

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
５
・
医
賠
責
対
策
課	

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
６
・
日
医
総
研	

03
―
３
９
４
２
―
７
２
１
５
・
女
性
医
師
支
援
セ
ン
タ
ー	

03
―
３
９
４
２
―
６
４
７
０
／
女
性
医
師
バ
ン
ク	

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
２
・
治
験
促
進
セ
ン
タ
ー	

03
―
５
３
１
９
―
３
７
８
１
（
防
災
セ
ン
タ
ー	

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
６
・
日
本
医
師
連
盟	

03
―
３
９
４
７
―
７
８
１
５
）
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4
月
26
日

物
価
の
優
等
生
と
言
わ
れ

て
き
た
卵
の
価
格
上
昇
が
始

ま
っ
た
の
は
昨
年
の
こ
と

だ
。
円
安
や
輸
入
飼
料
の
高

騰
に
加
え
、
高
熱
水
費
の
値

上
が
り
が
追
い
打
ち
を
掛

け
、
こ
れ
ま
で
に
見
た
こ
と

が
な
い
価
格
で
売
ら
れ
て
い

る
。
家
計
を
預
か
る
も
の
と

し
て
大
打
撃
だ
。

そ
こ
へ
年
末
頃
か
ら
は
高

病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

の
流
行
の
た
め
、
多
く
の
養

鶏
場
で
鶏
の
殺
処
分
が
相
次

ぎ
、
鶏
卵
不
足
に
拍
車
が
掛

か
っ
た
。
外
食
産
業
で
は
卵

料
理
の
提
供
を
控
え
る
と
こ

ろ
も
出
始
め
た
と
い
う
。
利

用
範
囲
の
広
い
食
品

の
た
め
、
そ
の
影
響

は
極
め
て
大
き
い
。

変
わ
っ
て
、
医
療

業
界
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
が
猛
威
を
振

る
う
前
か
ら
、
一
部
の
薬
剤

に
出
荷
制
限
が
出
始
め
て
い

た
。
主
に
後
発
医
薬
品
メ
ー

カ
ー
へ
の
指
導
や
、
薬
品
原

材
料
の
確
保
困
難
の
影
響
と

言
わ
れ
て
き
た
。
そ
の
後
も
、

さ
ま
ざ
ま
な
製
剤
で
供
給
不

足
は
繰
り
返
さ
れ
、
当
院
の

よ
う
な
院
内
薬
局
を
持
つ
個

人
診
療
所
は
大
き
な
影
響
を

被
っ
て
き
た
。特

に
、
昨
年
末

か
ら
の
小
児
用
各

種
薬
剤
の
供
給
制

限
の
折
は
、
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
と
新
型
コ
ロ
ナ

同
時
流
行
の
時
期
と
重
な

り
、
発
熱
外
来
で
咳
止
め
を

希
望
さ
れ
て
も
処
方
で
き
な

い
、
解
熱
薬
の
散
剤
（
粉
薬
）

を
希
望
さ
れ
て
も
希
望
に
添

え
な
い
と
、
心
が
痛
む
状
況

が
続
い
た
。
今
も
、
薬
品
卸

の
担
当
者
が
来
院
す
る
度

に
、
「
次
は
何
が
？
」
と
び

く
び
く
す
る
日
々
は
続
い
て

い
る
。

共
に
、
安
心
し
て
日
常
を

送
る
た
め
必
要
不
可
欠
の
も

の
だ
。
一
日
も
早
く
安
定
供

給
さ
れ
る
よ
う
に
願
っ
て
い

る
。４

月
に
は
電
力
各
社
の
値

上
げ
が
行
わ
れ
た
。
大
き
な

ダ
メ
ー
ジ
が
予
想
さ
れ
る

中
、
一
つ
で
も
多
く
の
安
心

材
料
が
欲
し
い
と
こ
ろ
だ
。

�

（

）

鶏
卵
不
足
と
薬
剤
不
足

	 日　時　令和5年6月25日（日）午前9時30分
	 場　所　	日本医師会館	

東京都文京区本駒込2丁目28番16号
1．開　　会
1．会長挨拶
1．	報　　告	
令和4年度日本医師会事業報告の件	

1．	議　　事	
第1号議案　令和4年度日本医師会決算の件		
第2号議案　令和6年度日本医師会会費賦課徴収の件		
第3号議案　日本医師会常任理事選任・選定の件	

1．閉　　会

第154回日本医師会定例代議員会 次第 松
本
吉
郎
会
長
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

現
況
や
５
月
８
日
以
降
の
類

■■■■■■■■

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
つ
い
て

型
変
更
等
に
つ
い
て
、
日
本

医
師
会
の
考
え
を
説
明
し
た
。

松
本
会
長
は
、
ま
ず
、
５

月
８
日
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
感
染
症
法
上

の
位
置
付
け
が
５
類
感
染
症

に
移
行
さ
れ
る
こ
と
を
前

に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
発
生
か
ら
今
日
に

至
る
ま
で
を
振
り
返
り
、「
全

国
の
医
師
や
医
療
従
事
者
等

が
本
来
の
役
割
を
超
え
て
コ

ロ
ナ
対
応
に
尽
力
し
、
そ
の

結
果
、
コ
ロ
ナ
に
よ
る
人
口

当
た
り
の
死
亡
者
数
を
抑
え

る
な
ど
、
国
際
的
に
比
較
し

て
も
世
界
有
数
の
医
療
の
実

績
を
積
み
上
げ
て
き
た
」
と

し
て
、
改
め
て
、
全
国
の
医

療
関
係
者
へ
敬
意
と
感
謝
の

意
を
表
し
た
。

次
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
現
況
に
つ
い

て
、
４
月
19
日
開
催
の
厚
生

労
働
省
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
策
ア
ド
バ
イ
ザ

リ
ー
ボ
ー
ド
で
は
、
「
新
規

感
染
者
数
は
全
国
的
に
下
げ

止
ま
り
の
後
、
足
元
で
緩
や

か
な
増
加
傾
向
と
な
っ
て
い

る
」
「
過
去
２
年
の
状
況
を

踏
ま
え
る
と
、
５
月
の
連
休

明
け
に
感
染
が
拡
大
し
、
そ

の
後
一
旦
減
少
と
な
り
、
再

度
夏
に
向
け
て
感
染
拡
大
す

る
こ
と
が
あ
り
得
る
」
と
の

評
価
が
示
さ
れ
た
こ
と
を
説

明
。そ

の
上
で
、
直
近
の
状
況

は
、
病
床
使
用
率
・
重
症
者

病
床
利
用
率
も
全
国
的
に
低

い
水
準
に
あ
る
も
の
の
、「
連

休
明
け
」
並
び
に
「
再
度
夏

に
か
け
て
」
感
染
拡
大
が
懸

念
さ
れ
る
と
し
て
、
引
き
続

き
注
視
し
て
い
く
と
し
た
。

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
感
染
症
法
上

の
位
置
付
け
が
５
類
感
染
症

に
移
行
さ
れ
る
こ
と
に
伴

い
、
患
者
発
生
動
向
等
の
把

握
が
定
点
医
療
機
関
か
ら
の

報
告
に
変
わ
り
、
感
染
者
数

の
公
表
に
つ
い
て
も
、
国
立

感
染
症
研
究
所
が
１
週
間
ご

と
に
定
点
把
握
の
集
計
結
果

を
毎
週
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で

公
表
す
る
こ
と
に
変
更
さ
れ

る
と
説
明
。
定
点
把
握
に
移

行
す
る
こ
と
で
、
感
染
再
拡

大
時
に
お
い
て
、
精せ

い

ち緻
な
感

染
者
・
入
院
者
・
死
者
数
の

デ
ー
タ
分
析
が
で
き
な
く
な

る
可
能
性
に
懸
念
を
示
し
た
。

そ
の
上
で
、
松
本
会
長
は
、

「
感
染
症
法
上
の
位
置
付
け

が
変
更
さ
れ
て
も
新
型
コ
ロ

ナ
の
ウ
イ
ル
ス
性
状
は
変
わ

ら
な
い
」
と
し
て
、
今
週
末

か
ら
の
連
休
や
夏
・
冬
に
お

け
る
感
染
拡
大
に
備
え
て
、

４
月
21
日
付
で
、
都
道
府
県

医
師
会
長
並
び
に
郡
市
区
医

師
会
長
に
対
し
、
よ
り
幅
広

い
医
療
機
関
で
コ
ロ
ナ
患
者

が
受
診
で
き
る
医
療
提
供
体

制
の
構
築
に
向
け
た
地
域
に

お
け
る
医
療
機
関
の
取
り
ま

と
め
や
、
都
道
府
県
移
行
計

画
に
関
す
る
協
議
、
計
画
の

実
践
へ
の
関
与
な
ど
、
改
め

て
要
請
を
行
っ
た
こ
と
を
報

告
。
ま
た
、
今
秋
に
設
置
さ

れ
る
「
内
閣
感
染
症
危
機
管

理
統
括
庁
」
に
も
触
れ
、「
引

き
続
き
、
病
院
団
体
や
全
国

知
事
会
な
ど
と
連
携
し
な
が

ら
地
域
の
取
り
組
み
を
支
え

る
と
と
も
に
、
国
に
対
し
て

も
必
要
な
対
策
を
求
め
て
い

く
」
と
述
べ
た
。

高
齢
者
施
設
等
で
の
集
団

発
生
の
防
止
が
重
要 

　
　
　
─
釜
萢
常
任
理
事

会
見
に
同
席
し
た
釜

敏

常
任
理
事
は
、
「
今
後
の
予

測
を
立
て
る
こ
と
は
難
し

い
」
と
述
べ
た
上
で
、
見
通

し
の
根
拠
と
し
て
有
効
な
資

料
と
な
る
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
こ
れ
ま
で

の
疫
学
と
今
後
想
定
さ
れ
る

伝
播
動
態
」
（
４
月
19
日
開

催
の
同
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
ボ

ー
ド
の
資
料
）
に
関
し
て
、

自
身
の
見
解
も
交
え
な
が
ら

そ
の
内
容
を
解
説
し
た
。

ま
ず
、
流
行
の
波
に
つ
い

て
は
「
明
確
な
定
義
は
存
在

せ
ず
、
各
種
デ
ー
タ
等
を
後

か
ら
振
り
返
り
整
理
さ
れ
る

も
の
で
あ
る
」
と
し
た
上
で
、

「
第
８
波
の
新
規
感
染
者
数

に
つ
い
て
は
、
集
計
方
法
が

変
更
さ
れ
た
こ
と
で
正
確
に

把
握
で
き
て
い
な
い
と
の
指

摘
も
あ
る
が
、
第
８
波
に
お

い
て
は
新
規
感
染
者
数
と
死

亡
者
数
が
増
加
す
る
一
方

で
、
致
死
率
が
高
く
な
っ
た

と
の
根
拠
は
ほ
と
ん
ど
見
ら

れ
な
い
。
令
和
４
年
９
月
26

日
か
ら
全
数
届
出
の
対
象
者

が
見
直
さ
れ
た
こ
と
に
よ

り
、
捕
捉
さ
れ
て
い
な
い
新

規
感
染
者
の
存
在
に
つ
い
て

検
討
が
必
要
で
あ
る
」
と
の

考
え
を
示
し
た
。

ま
た
、
医
療
機
関
や
高
齢

者
施
設
等
で
の
集
団
感
染
の

発
生
が
死
者
数
の
増
加
に
大

き
く
関
与
す
る
と
の
見
方
を

示
し
、
「
今
後
の
対
策
を
考

え
る
上
で
、
い
か
に
こ
の
問

題
を
改
善
す
る
か
が
極
め
て

重
要
で
あ
り
、
し
っ
か
り
手

当
て
す
べ
き
で
あ
る
」
と
述

べ
た
。

更
に
、
都
道
府
県
別
の
人

口
規
模
と
人
口
当
た
り
の
死

亡
者
数
の
関
連
に
つ
い
て
も

触
れ
、
第
１
～
５
波
と
第
８

波
の
人
口
当
た
り
の
死
亡
者

数
の
傾
向
に
違
い
が
あ
る
と

し
て
、
そ
の
要
因
を
検
討
す

る
必
要
性
に
も
言
及
し
た
。

そ
の
他
、
釜

常
任
理
事

は
、
今
後
の
わ
が
国
の
感
染

状
況
を
予
測
す
る
上
で
は
、

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
デ
ー
タ
が

参
考
に
な
る
と
し
て
、
イ
ン

グ
ラ
ン
ド
と
日
本
の
こ
れ
ま

で
の
感
染
状
況
の
推
移
を
概

説
。
「
そ
の
地
域
の
人
口
の

２
％
く
ら
い
は
常
に
感
染
し

て
い
る
と
い
う
エ
ン
デ
ミ
ッ

ク
の
状
態
に
あ
る
イ
ン
グ
ラ

ン
ド
に
比
べ
て
、日
本
で
は
、

長
島
公
之
常
任
理
事
は
、

（
１
）
日
本
医
師
会
及
び
警

察
庁
サ
イ
バ
ー
警
察
局
の
連

携
に
関
す
る
覚
書
締
結
、

■■■■■■■■

日
本
医
師
会
及
び
警
察
庁

 

サ
イ
バ
ー
警
察
局
の
連
携
に

関
す
る
覚
書
締
結
等
に
つ
い
て

（
２
）
「
教
え
て
！　

日
医

君
！

」

動
画
公
開
、
（
３
）

日
本
医
師
会
サ
イ
バ
ー
セ
キ

ュ
リ
テ
ィ
支
援
制
度

─
に

つ
い
て
説
明
を
行
っ
た
。

長
島
常
任
理
事
は
ま
ず
、

当
日
に
開
催
さ
れ
た
中
医
協

総
会
に
お
い
て
述
べ
た
、
医

療
Ｄ
Ｘ
に
関
す
る
日
本
医
師

会
の
見
解
を
紹
介
。
「
医
療

Ｄ
Ｘ
を
推
進
し
て
い
く
上

で
、
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ

ィ
対
策
は
極
め
て
重
要
で
あ

る
が
、
そ
の
対
策
と
し
て
は

自
助
、
共
助
、
公
助
が
あ
る
」

と
述
べ
、
自
助
が
最
も
重
要

で
は
あ
る
も
の
の
、
限
界
が

あ
る
た
め
、
共
助
や
公
助
が

必
要
と
な
る
と
指
摘
。
国
に

よ
る
公
助
と
し
て
は
、
費
用

の
補
助
や
人
材
育
成
及
び
教

育
の
充
実
な
ど
が
あ
る
と
し

た
。そ

の
上
で
、
日
本
医
師
会

に
よ
る
共
助
と
し
て
の
取
り

組
み
と
し
て
、
既
述
の
（
１
）

～
（
３
）

を
挙
げ
、
（
１
）

で
は
、
医
療
分
野
の
サ
イ
バ

ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
に
つ

い
て
、
厚
生
労
働
省
、
内
閣

サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
（
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ｃ
）、
警

察
庁
と
い
っ
た
関
係
省
庁

や
、
独
立
行
政
法
人
情
報
処

理
推
進
機
構
（
Ｉ
Ｐ
Ａ
）
と

意
見
交
換
会
を
開
催
す
る
な

ど
、
連
携
強
化
を
図
っ
て
き

た
こ
と
を
説
明
。
こ
れ
ら
の

取
り
組
み
の
一
環
と
し
て
、

４
月
25
日
に
警
察
庁
サ
イ
バ

ー
警
察
局
と
日
本
医
師
会

で
、
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ

ィ
対
策
に
関
す
る
覚
書
を
締

結
し
た
こ
と
を
報
告
し
た
。

同
覚
書
は
、
日
本
医
師
会

と
警
察
庁
が
相
互
に
連
携
し

た
取
り
組
み
を
推
進
し
、
協

働
す
る
こ
と
に
よ
り
、
全
国

の
医
師
会
や
医
療
機
関
に
お

け
る
サ
イ
バ
ー
事
案
の
未
然

防
止
、
サ
イ
バ
ー
事
案
発
生

時
に
お
け
る
警
察
へ
の
相

談
、
被
害
の
拡
大
防
止
、
医

療
業
務
の
早
期
復
旧
等
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
お

り
、
「
サ
イ
バ
ー
事
案
発
生

時
」
と
「
平
時
」
そ
れ
ぞ
れ

の
場
合
に
実
施
す
る
連
携
の

内
容
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

長
島
常
任
理
事
は
、
連
携

内
容
に
つ
い
て
具
体
的
に
解

説
す
る
と
と
も
に
、
「
同
日

付
で
都
道
府
県
医
師
会
に
本

件
を
周
知
し
、
都
道
府
県
警

察
と
の
連
携
の
検
討
を
依
頼

し
た
。
日
本
医
師
会
と
し
て

も
引
き
続
き
、
連
携
を
推
進

し
て
い
く
」
と
述
べ
た
。

（
２
）
で
は
、
日
本
医
師

会
公
式YouTube

チ
ャ
ン
ネ

ル
に
お
い
て
、
４
月
18
日
に

「
教
え
て
！　

日
医
君
！

」

シ
リ
ー
ズ
の
１
編
と
し
て
、

「
今
求
め
ら
れ
る
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
対
策
」
と
い
う
動
画
を

公
開
し
た
こ
と
を
紹
介
し

た
。同

動
画
は
、
長
島
常
任
理

事
が
、
昨
年
６
月
に
日
本
医

師
会
が
創
設
し
た
「
日
本
医

師
会
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ

ィ
支
援
制
度
」
に
つ
い
て
概

説
す
る
と
と
も
に
、
専
門
家

で
あ
る
（
株
）Blue�Planet-

works

の
鴫し

ぎ

は

ら原
祐
輔
氏
が
、

サ
イ
バ
ー
攻
撃
の
手
口
や
日

頃
か
ら
行
っ
て
お
く
べ
き
対

策
、
万
一
サ
イ
バ
ー
攻
撃
を

受
け
た
場
合
の
対
応
方
法
等

に
つ
い
て
、
分
か
り
や
す
く

解
説
す
る
内
容
と
な
っ
て
い

る
。長

島
常
任
理
事
は
、
「
Ｉ

Ｔ
に
あ
ま
り
詳
し
く
な
い
医

師
や
一
般
の
皆
様
に
と
っ
て

も
、
非
常
に
分
か
り
や
す
い

内
容
と
な
っ
て
い
る
」
と
強

調
し
、
広
く
視
聴
を
呼
び
掛

け
た
。

（
３
）
で
は
、
日
本
医
師

会
メ
ン
バ
ー
ズ
ル
ー
ム
に
掲

載
し
て
い
る
紹
介
動
画
を
供

覧
し
た
上
で
、
「
日
本
医
師

会
は
地
域
を
支
え
る
先
生
方

を
し
っ
か
り
と
支
援
し
て
い

く
」
と
し
た
。

第
８
波
で
感
染
の
ピ
ー
ク
が

上
昇
し
た
デ
ー
タ
を
見
る
と

収
束
に
向
か
っ
て
い
る
と
は

言
い
切
れ
な
い
」
と
し
て
、

今
後
も
感
染
再
拡
大
の
可
能

性
も
推
測
で
き
る
と
の
見
解

を
示
し
、そ
の
対
策
と
し
て
、

「
医
療
機
関
や
高
齢
者
施
設

等
で
の
集
団
発
生
を
極
力
避

け
る
こ
と
が
重
要
に
な
る
」

と
強
調
し
た
。
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宮
川
常
任
理
事
は
、
医
薬

品
の
安
定
供
給
に
係
る
現
状

認
識
を
示
す
と
と
も
に
、
解

決
す
べ
き
課
題
に
つ
い
て
説

明
し
た
。

宮
川
常
任
理
事
は
ま
ず
、

メ
ー
カ
ー
の
行
政
処
分
に
至

っ
た
品
質
問
題
や
、
委
託
製

造
と
受
託
製
造
が
完
全
に
分

離
さ
れ
る
こ
と
の
問
題
点
を

説
明
。
各
メ
ー
カ
ー
の
自
主

点
検
の
内
容
に
バ
ラ
ツ
キ
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
統
一
的
な

内
容
に
す
る
こ
と
を
求
め
る

と
と
も
に
、
一
社
で
限
定
出

荷
等
が
起
き
た
際
に
他
社
で

カ
バ
ー
し
に
く
い
業
界
構
造

及
び
原
薬
の
入
手
に
関
す
る

現
状
に
も
問
題
意
識
を
示
し

た
。次

に
、
こ
う
し
た
医
薬
品

の
供
給
問
題
の
原
因
は
「
内

的
要
因
」
と
「
外
的
要
因
」

に
分
け
ら
れ
る
と
説
明
。
製

造
管
理
や
品
質
管
理
に
関
す

る
行
政
処
分
に
つ
い
て
、「
後

発
品
だ
け
で
は
な
く
、
い
わ

ゆ
る
先
発
品
メ
ー
カ
ー
で
も

色
々
な
不
祥
事
が
起
こ
っ
て

い
る
」
と
し
た
上
で
、
中
医

協
で
示
さ
れ
た
「
安
定
供
給

確
保
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
」
の
結
果
を
基
に
、「
欠

品
・
出
荷
停
止
」
と
「
限
定

出
荷
」
の
状
況
は
全
く
改
善

し
て
い
な
い
と
解
説
し
た

■■■■■■■■

医
薬
品
の
安
定
供
給
に
係
る

現
状
認
識
と
課
題

他
、
「
企
業
に
よ
っ
て
法
令

遵
守
へ
の
意
識
に
も
差
が
あ

る
」
と
し
た
。

ま
た
、
「
内
的
要
因
」
に

関
す
る
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し

て
、
「
共
同
開
発
」
と
「
委

受
託
の
完
全
分
離
」を
挙
げ
、

複
数
の
企
業
が
試
験
デ
ー
タ

を
共
有
し
医
薬
品
を
共
同
開

発
し
、
別
々
に
製
品
を
発
売

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
参
入
企

業
が
多
く
な
る
こ
と
に
問
題

意
識
を
示
す
と
と
も
に
、
委

託
製
造
と
受
託
製
造
の
関
係

が
分
離
さ
れ
る
こ
と
に
よ

り
、
製
造
場
所
や
キ
ャ
パ
シ

テ
ィ
ー
が
分
か
り
に
く
く
な

っ
て
い
る
と
指
摘
。
国
の
審

議
会
等
で
改
善
を
訴
え
続
け

て
き
た
結
果
、
ト
レ
ー
サ
ビ

リ
テ
ィ
ー
に
関
し
て
は
少
し

ず
つ
改
善
し
て
き
て
い
る
と

の
見
方
を
示
し
た
。

更
に
、
後
発
医
薬
品
が
多

品
種
少
量
生
産
と
な
っ
て
い

る
現
状
に
つ
い
て
、
適
切
に

行
わ
れ
れ
ば
そ
れ
自
体
に
問

題
は
な
い
と
す
る
一
方
で
、

薄
利
多
売
で
企
業
の
体
力
が

失
わ
れ
る
中
、
安
全
管
理
や

品
質
管
理
が
で
き
な
い
企
業

が
出
て
き
て
お
り
、
そ
れ
が

安
価
な
原
料
調
達
を
求
め
、

原
料
の
海
外
依
存
が
高
く
な

る
構
造
に
つ
な
が
っ
て
い
る

と
説
明
。
「
製
造
の
効
率
化

を
求
め
る
程
、
海
外
依
存
度

が
高
く
な
る
た
め
、
原
薬
製

造
の
国
内
回
帰
は
容
易
で
は

な
い
」
と
し
た
。

原
薬
の
輸
入
調
達
先
に
つ

い
て
も
中
国
や
イ
ン
ド
な
ど

に
大
き
く
偏
っ
て
い
る
現
状

を
紹
介
し
、
原
薬
の
複
数
ソ

ー
ス
化
を
行
う
な
ど
の
リ
ス

ク
ヘ
ッ
ジ
が
で
き
て
い
な
い

と
し
た
上
で
、
昨
年
成
立
し

た「
経
済
安
全
保
障
推
進
法
」

に
は
、
医
薬
品
の
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
の
強
化
の
方
針
が

含
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
説

明
。
欧
米
は
一
極
集
中
の
見

直
し
を
進
め
て
お
り
、
わ
が

国
に
関
し
て
も
、
「
政
策
を

含
め
友
好
国
と
の
連
携
に
よ

っ
て
、
グ
ロ
ー
バ
ル
サ
プ
ラ

イ
チ
ェ
ー
ン
の
再
構
築
と
安

定
を
図
る
こ
と
が
業
界
に
と

っ
て
非
常
に
重
要
で
あ
る
」

と
述
べ
た
。

ま
た
、
製
薬
業
界
の
再
編

に
も
言
及
。
「
特
許
切
れ
の

市
場
で
安
価
な
製
品
を
上
市

し
、
上
市
後
も
売
り
逃
げ
を

せ
ず
、
安
定
的
に
供
給
し
続

け
る
体
制
を
持
ち
、
優
良
に

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
す
る
企
業
を

残
す
必
要
が
あ
る
」と
述
べ
、

国
内
の
優
良
な
後
発
品
企
業

を
伸
ば
す
た
め
に
も
、
価
値

の
あ
る
後
発
品
を
上
市
で
き

な
い
企
業
や
、
売
り
逃
げ
を

す
る
企
業
を
淘と

う

た汰
す
べ
き
と

し
た
他
、
赤
字
に
至
る
ま
で

の
期
間
が
短
い
後
発
品
の
薬

価
制
度
に
も
問
題
が
あ
る
と

し
た
。

宮
川
常
任
理
事
は
最
後

に
、
医
薬
品
の
安
定
供
給
の

た
め
の
体
制
構
築
は
製
造
販

売
業
者
だ
け
の
問
題
で
は
な

く
、
国
の
強
い
リ
ー
ダ
ー
シ

ッ
プ
に
よ
っ
て
産
業
構
造
を

強
固
な
も
の
に
す
べ
き
で
あ

る
と
指
摘
す
る
と
と
も
に
、

「
医
療
が
保
険
診
療
で
行
わ

れ
て
い
る
中
、
こ
う
し
た
問

題
が
起
こ
っ
て
い
る
こ
と
を

広
く
認
識
し
て
欲
し
い
」
と

し
た
。

宮
川
政
昭
常
任
理
事
は
、

日
本
医
師
会
が
実
施
し
た

「
診
療
所
の
光
熱
費
の
変
動

に
関
す
る
実
態
調
査
」
の
結

果
を
報
告
。
１
施
設
当
た
り

電
気
料
金
と
都
市
ガ
ス
料
金

の
合
計
で
、
１
カ
月
当
た
り

の
対
前
年
増
加
額
が
有
床
診

療
所
で
は
平
均
約
21
・
８
万

円
、
無
床
診
療
所
で
は
平
均

約
３
・
８
万
円
（
い
ず
れ
も

調
査
対
象
３
カ
月
の
平
均
）

と
な
っ
て
お
り
、
７
割
を
超

■■■■■■■■

診
療
所
の
光
熱
費
の

 
変
動
に
関
す
る
実
態
調
査

結
果
を
公
表

え
る
診
療
所
か
ら
、
「
経
営

に
影
響
が
あ
る
」
と
の
回
答

が
あ
っ
た
こ
と
等
を
明
ら
か

と
し
、
引
き
続
き
の
支
援
を

強
く
求
め
た
。

本
調
査
は
、
２
０
２
１
年

並
び
に
２
０
２
２
年
の
10
～

12
月
分
の
電
気
・
ガ
ス
料
金

及
び
そ
の
使
用
量
等
に
つ
い

て
、
都
道
府
県
医
師
会
で
任

意
に
抽
出
し
た
診
療
所
を
対

象
に
２
０
２
３
年
１
月
30
日

～
３
月
24
日
を
調
査
期
間
と

し
て
行
っ
た
も
の
で
あ
り
、

無
床
診
療
所
４
０
０
件
、
有

床
診
療
所
61
件
か
ら
計
４
６

１
件
の
回
答
を
得
た
。

主
な
調
査
結
果
は
以
下
の

と
お
り
と
な
っ
て
い
る
。

「
１
施
設
当
た
り
電
気
料

金
」
に
つ
い
て
は
、
有
床
診

療
所
で
２
０
２
２
年
12
月
分

の
前
年
同
月
比
で
23
万
２
１

３
４
円
増
加
と
な
り
、
仮
に

１
年
間
続
け
ば
、
２
７
０
万

円
ほ
ど
の
上
昇
と
な
る
。
無

床
診
療
所
で
は
、
２
０
２
２

年
12
月
分
の
前
年
同
月
比
で

４
万
３
９
６
９
円
増
加
と
な

り
、
仮
に
１
年
間
続
け
ば
、

50
万
円
ほ
ど
上
昇
す
る
。

「
１
施
設
当
た
り
都
市
ガ

ス
料
金
」
に
つ
い
て
は
、
２

０
２
２
年
12
月
分
の
前
年
同

月
比
で
１
万
７
０
５
４
円
の

増
額
と
な
り
、
仮
に
１
年
間

続
け
ば
、
20
万
円
ほ
ど
上
昇

す
る
（
病
床
の
有
無
別
で
は
、

有
床
診
療
所
の
場
合
、
２
０

２
２
年
12
月
分
の
前
年
同
月

比
で
５
万
５
７
１
５
円
増
額

し
、
無
床
診
療
所
の
場
合
、

７
５
６
４
円
増
額
と
な
る
）
。

ま
た
、
「
１
施
設
当
た
り

Ｌ
Ｐ
Ｇ
／
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
料

金
」
で
は
、
２
０
２
２
年
12

月
分
の
前
年
同
月
比
で
３
１

４
６
円
の
上
昇
と
な
っ
て
い

た
。

「
電
気
・
ガ
ス
単
位
当
た

り
料
金
（
電
気
料
金
は
１
kWh

当
た
り
、
ガ
ス
は
１
㎥
当
た

り
の
単
価
）
の
対
前
年
比
」

に
つ
い
て
は
、
２
０
２
２
年

12
月
分
で
、
電
気
料
金
１
４

２
・
３
％
、
都
市
ガ
ス
１
５

０
・
８
％
、
Ｌ
Ｐ
Ｇ
／
プ
ロ

パ
ン
ガ
ス
１
０
７
・
１
％
で

あ
っ
た
。

「
単
位
当
た
り
の
電
気
料

金
」
は
、
２
０
２
１
年
10
～

12
月
の
３
カ
月
平
均
で
１
kWh

当
た
り
24
・
８
円
に
対
し
、

２
０
２
２
年
10
～
12
月
で
は

35
・
２
円
と
な
り
、
１
kWh
当

た
り
10
円
超
の
価
格
上
昇
が

認
め
ら
れ
た
。

「
光
熱
費
の
上
昇
が
自
身

の
医
療
機
関
の
経
営
に
与
え

る
影
響
は
ど
の
程
度
あ
り
ま

す
か
」
の
設
問
で
は
、
「
深

刻
な
影
響
が
あ
る
」
19
・

５

％
、
「
影

響

が

あ

る
」

53
・
８
％
で
、
計
７
割
以
上

が
「
影
響
が
あ
る
」
と
回
答

し
て
お
り
、
更
に
、
有
床
診

療
所
で
は
、
「
深
刻
な
影
響

が
あ
る
」
44
・
３
％
、
「
影

響
が
あ
る
」
45
・
９
％
で
、

影
響
の
大
き
さ
が
浮
き
彫
り

と
な
っ
た
（
図
）。

「
令
和
４
年
10
～
12
月
に
、

都
道
府
県
・
市
町
村
か
ら
光

熱
費
の
高
騰
に
対
す
る
補
助

金
・
助
成
金
が
あ
り
ま
す

か
」
の
設
問
で
は
、
「
都
道

府
県
か
ら
あ
る
」
が
１
５
５

件
、
「
市
町
村
か
ら
あ
る
」

図　光熱費上昇による診療所経営への影響について

診療所全体（ｎ=461）

深刻な影響がある
19.5%

影響がある
53.8%

ほぼ影響はない
21.3%

無回答
2.2%影響はない

3.3%

影響がある 影響はない 無回答深刻な影響が
ある

ほぼ影響は
ない

有床診療所
（n=61）
無床診療所
（n=400） 15.8%

44.3%

55.0% 23.3% 3.8% 2.3%

45.9% 8.2% 0.0% 1.6%

は
40
件
で
あ
り
、
令
和
４
年

10
～
12
月
時
点
で
は
地
方
自

治
体
か
ら
地
方
交
付
金
に
よ

る
補
助
を
受
け
た
診
療
所
は

限
定
的
で
あ
っ
た
。

そ
の
他
、
自
由
記
載
で
は
、

「
換
気
を
し
な
が
ら
適
温
を

保
つ
必
要
が
あ
る
」
「
す
で

に
節
電
に
は
取
り
組
ん
で
い

た
中
で
の
今
の
高
騰
で
、
こ

れ
以
上
の
対
策
は
難
し
い
」

「
１
月
は
更
に
値
上
が
り
す

る
」
と
の
意
見
が
あ
っ
た
。

宮
川
常
任
理
事
は
本
調
査

の
結
果
を
受
け
て
、
（
１
）

昨
年
９
月
の
地
方
創
生
臨
時

交
付
金
の
積
み
増
し
決
定
に

よ
り
物
価
高
騰
へ
の
補
助
が

行
わ
れ
て
は
い
る
も
の
の
、

自
治
体
に
よ
っ
て
補
助
額
に

バ
ラ
ツ
キ
が
あ
り
、
光
熱
費

の
値
上
が
り
分
の
１
カ
月
～

数
カ
月
分
に
と
ど
ま
っ
て
い

る
、
（
２
）
電
気
料
金
の
単

価
の
上
昇
は
１
kWh
当
た
り
10

円
を
超
え
て
お
り
、
本
年
１

月
分
以
降
を
対
象
と
し
て
行

わ
れ
た
国
の
激
変
緩
和
措
置

に
よ
る
値
引
き
（
高
圧
契
約

の
場
合
３
・
５
円
／
１
kWh
、

低
圧
契
約
の
場
合
７
円
／
１

kWh
）
だ
け
で
は
追
い
付
か
な

い

─
こ
と
が
明
ら
か
に
な

っ
た
と
指
摘
。
「
本
年
３
月

に
決
定
さ
れ
た
地
方
交
付
金

の
積
み
増
し
に
よ
る
支
援
に

お
い
て
、
更
に
は
今
後
も
機

動
的
な
支
援
の
実
施
な
ど
、

公
定
価
格
で
運
営
さ
れ
る
医

療
機
関
へ
の
十
分
な
配
慮
が

必
要
で
あ
る
」
と
し
て
、
引

き
続
き
の
支
援
を
求
め
た
。
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茨
城
県
の
人
口
は
約
３
０

０
万
人
、
都
道
府
県
別
で
の

人
口
当
た
り
の
医
師
数
は
こ

れ
ま
で
ず
っ
と
下
位
46
番
で

あ
っ
た
。
医
療
・
介
護
者
や

患
者
の
首
都
圏
へ
の
流
出
も

多
く
、
県
内
で
は
医
師
偏
在

も
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
大
学
か
ら
の
医

師
派
遣
に
ば
か
り
頼
っ
て
き

た
が
、
県
内
で
医
師
の
奪
い

合
い
を
し
て
い
る
場
合
で
は

な
い
。
む
し
ろ
首
都
圏
や
全

国
か
ら
茨
城
県
に
医
師
が
集

ま
っ
て
く
る
よ
う
に
、
魅
力

あ
る
病
院
づ
く
り
に
発
想
を

転
換
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。

地
方
の
行
政
首
長
は
お
金

を
出
し
て
医
師
を
招

し
ょ
う
へ
い聘

し
よ

う
と
い
う
発
想
が
多
い
が
、

単
に
お
金
を
出
せ
ば
医
師
が

来
る
わ
け
で
は
な
い
。

そ
こ
で
、
筑
波
大
学
で
は

県
内
の
地
域
拠
点
病
院
５
カ

所
に
大
学
附
属
の
地
域
医
療

教
育
セ
ン
タ
ー
を
つ
く
り
、

教
官
の
活
動
拠
点
を
大
学
の

外
に
置
い
た
。

単
に
医
師
不
足
だ
か
ら
地

域
の
病
院
に
医
師
を
派
遣
す

る
と
い
う
発
想
で
は
な
く
、

各
診
療
科
の
関
連
病
院
の
枠

組
み
を
越
え
て
教
官
を
派
遣

し
、
大
学
の
外
で
臨
床
教
育

と
研
究
を
行
い
、
学
位
取
得

も
支
援
す
る
。
そ
の
地
域
ご

と
で
若
手
医
師
を
育
成
す
る

の
が
目
的
で
あ
る
。
と
は
言

え
、
県
外
か
ら
医
師
が
集
ま

ら
な
け
れ
ば
何
も
変
わ
ら
な

い
。魅

力
あ
る
病
院
づ
く
り
の

手
始
め
と
し
て
、
水
戸
協
同

病
院
に
総
合
診
療
医
で
著
明

な
徳
田
安
春
先
生
が
筑
波
大

学
教
授
と
し
て
赴
任
さ
れ
、

全
国
か
ら
た
く
さ
ん
の
臨
床

研
修
医
が
集
ま
り
研け

ん
さ
ん鑽
を
積

ん
だ
。

小
児
科
医
不
足
は
深
刻
だ

が
、
県
立
こ
ど
も
病
院
に
大

学
附
属
の
教
育
拠
点
を
つ
く

り
、
教
官
を
置
い
て
若
手
医

師
を
育
成
し
た
。

当
院
の
大
学
附
属
の
地
域

医
療
教
育
セ
ン
タ
ー
に
は
、

二
次
救
急
か
ら
在
宅
医
療
・

介
護
ま
で
を
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

で
き
る
指
導
者
を
育
成
す
る

講
座
が
設
置
さ
れ
た
。

現
在
、
日
本
の
医
師
数
は

約
34
万
人
、
そ
の
３
分
の
２

は
勤
務
医
で
あ
る
。
勤
務
医

は
専
門
診
療
の
手
技
と
知
識

の
自
己
研
鑽
に
熱
心
だ
が
、

医
師
と
し
て
の
社
会
活
動
や

医
療
行
政
に
つ
い
て
は
関
心

が
低
い
。

医
師
と
し
て
の
社
会
活
動

を
臨
床
研
修
医
の
時
か
ら
身

近
に
感
じ
て
も
ら
う
こ
と

は
、
将
来
の
医
師
人
生
に
お

い
て
非
常
に
重
要
で
あ
り
、

引
き
続
き
取
り
組
み
を
進
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

茨城県の医師確保
～魅力ある病院づくり～
国立病院機構霞ケ浦医療センター
院長／茨城県医師会副会長　鈴木祥司

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
と 

キ
ル
シ
ュ
ナ
ー

20
年
前
は
「
救
急
」
と
言

え
ば
、
誰
し
も
救
急
車
し
か

頭
に
浮
か
べ
な
か
っ
た
。
今

や
、
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
の
影
響

も
あ
り
、
多
く
の
人
が
ド
ク

タ
ー
ヘ
リ
を
知
っ
て
い
る
時

代
と
な
り
、
感
慨
深
い
。

世
界
最
初
の
ド
ク
タ
ー
ヘ

リ
は
、
１
９
７
０
年
代
に
交

通
事
故
に
よ
る
犠
牲
者
を
減

ら
す
こ
と
を
目
的
に
ド
イ
ツ

で
始
ま
っ
た
。
そ
の
後
に
、

機
体
数
を
増
や
し
、
通
報
か

ら
全
国
土
で
15
分
以
内
に
医

師
に
診
て
も
ら
え
る
「
15
分

ル
ー
ル
」
を
確
立
し
た
。

ド
イ
ツ
の
外
科
医
の
マ
ー

テ
ィ
ン
・
キ
ル
シ
ュ
ナ
ー

（Martin Kirschner

）
は
、

１
９
３
８
年
に
「
患
者
を
病

院
に
運
ぶ
の
で
は
な
く
、
医

師
が
事
故
現
場
に
赴
く
べ
き

だ
」
と
唱
え
て
い
る
。
こ
の

考
え
が
根
底
に
あ
っ
て
、
ド

イ
ツ
で
は
「
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
」

が
国
民
的
な
コ
ン
セ
ン
サ
ス

を
得
て
い
る
。
ち
な
み
に
、

キ
ル
シ
ュ
ナ
ー
は
、
骨
折
手

術
に
使
う
キ
ル
シ
ュ
ナ
ー
鋼

線
の
開
発
者
だ
。

46
都
道
府
県
に
56
機

日
本
で
は
、
２
０
０
１
年

４
月
に
正
式
に
運
航
が
始
ま

っ
た
。
導
入
の
き
っ
か
け
と

な
っ
た
の
は
、
１
９
９
５
年

に
発
生
し
た
阪
神
・
淡
路
大

震
災
だ
っ
た
。
開
始
当
初
は
、

法
的
な
裏
付
け
が
な
い
補
助

金
事
業
で
あ

り
、
自
治
体

の
財
政
負
担

も
大
き
く
、

導
入
の
障
壁

と
な
っ
て
い

た
。そ

の
課
題

を
克
服
す
る

た
め
、
２
０

０
７
年
に
ド

ク
タ
ー
ヘ
リ

特
別
措
置
法

が
制
定
さ
れ

た
。
そ
の
後
、

地
方
の
財
政
負
担
を
大
幅
に

減
ら
す
特
別
交
付
税
措
置
が

始
ま
り
、
導
入
が
加
速
し
た
。

２
０
２
３
年
４
月
現
在
、
46

都
道
府
県
に
56
機
が
配
備
さ

れ
、
実
質
的
に
は
全
国
配
備

が
完
了
し
て
い
る
。

そ
の
救
命
効
果
は
抜
群
で

あ
る
が
、
経
済
効
果
に
つ
い

て
は
知
る
人
は
少
な
い
。
日

本
医
科
大
学
の
調
査
で
は
、

交
通
事
故
患
者
の
入
院
時
の

保
険
点
数
は
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ

が
13
万
２
５
９
５
点
、
救
急

車
が
24
万
８
７
２
０
点
で
、

前
者
の
方
が
安
い
。

５
事
業
と
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ

の
任
務
の
関
わ
り
を
考
え
る

と
、
「
救
急
医
療
」
と
「
災

害
時
に
お
け
る
医
療
」
に
お

い
て
は
、
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の

活
躍
は
十
分
議
論
さ
れ
実
行

さ
れ
て
い
る
。
「
へ
き
地
医

療
」
に
関
し
て
は
、
一
部
の

地
域
で
は
有
効
に
働
い
て
い

る
。
し
か
し
、「
周
産
期
医
療
」

に
関
し
て
は
鹿
児
島
県
以
外

で
の
利
用
が
少
な
い
。
今
後

は
、
へ
き
地
・
周
産
期
・
小

児
医
療
へ
の
有
効
な
利
用
が

期
待
さ
れ
る
。

ま
た
、
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
は

既
に
46
都
道
府
県
で
56
機
が

導
入
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ

で
十
分
か
と
言
う
と
、
ま
だ

不
足
し
て
い
る
。
ち
な
み
に

日
本
航
空
医
療
学
会
は
、
全

国
で
72
機
が
必
要
と
推
計
し

て
い
る
。

例
え
ば
、
宮
崎
県
延
岡
市
、

島
根
県
の
西
側
で
は
既
存
の

基
地
病
院
か
ら
遠
い
。
広
大

な
面
積
の
北
海
道
で
は
４
機

し
か
配
備
さ
れ
て
い
な
い
。

も
う
一
つ
の
問
題
は
、
そ

れ
な
り
の
需
要
が
あ
っ
て
、

到
達
す
る
の
に
30
分
以
上
掛

か
る
よ
う
な
場
所
に
対
し

て
、
自
県
基
地
か
ら
の
出
動

だ
け
で
良
い
の
か
と
い
う
こ

と
が
あ
る
。

距
離
優
先
で
隣
県
ヘ
リ
を

第
一
出
動
に
し
て
い
る
地
域

は
、
中
国
地
方
と
福
岡
・
佐

賀
の
二
つ
し
か
な
い
。
北
東

北
で
は
、
距
離
優
先
第
一
出

動
に
関
し
て
病
院
と
消
防
は

希
望
し
て
い
る
が
、
行
政
の

壁
が
そ
れ
を
阻
む
。

ド
ク
タ
ー
カ
ー

ド
イ
ツ
の
キ
ル
シ
ュ
ナ
ー

の
「
医
師
が
事
故
現
場
に
赴

く
べ
き
だ
」
の
手
段
は
、
ド

ク
タ
ー
ヘ
リ
だ
け
の
も
の
で

は
な
い
。
ド
ク
タ
ー
カ
ー
は
、

都
市
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
着
陸

点
が
確
保
で
き
な
い
と
こ

ろ
、
悪
天
候
、
夜
間
で
も
出

動
で
き
る
。

そ
こ
で
、
厚
生
労
働
省
は

ド
ク
タ
ー
カ
ー
の
整
備
を
開

始
。
全
国
ド
ク
タ
ー
カ
ー
協

議
会
は
２
０
２
３
年
に
ド
ク

タ
ー
カ
ー
の
基
地
病
院
登

録
、
症
例
調
査
、
運
行
マ
ニ

ュ
ア
ル
整
備
、
広
報
、
研
究

を
開
始
し
、
３
月
末
に
第
１

回
報
告
書
を
厚
労
省
へ
提
出

し
た
。

報
告
書
で
は
、
２
０
２
１

年
１
月
１
日
か
ら
２
０
２
２

年
９
月
30
日
の
期
間
に
全
国

１
１
９
施
設
で
ド
ク
タ
ー
カ

ー
活
動
に
よ
る
総
患
者
数
は

５
万
４
８
１
２
人
を
超
え
て

い
た
。
こ
れ
は
、
年
間
に
換

算
す
る
と
３
万
１
３
２
１
人

に
匹
敵
し
、
一
施
設
当
た
り
、

２
６
３
人
／
年
と
概
算
さ
れ

る
。

更

に
、

55

の

施

設

（
46
・
２
％
）
が
年
間
１
０

０
人
以
上
の
救
急
患
者
診
療

を
行
っ
て
い
た
。
最
多
人
数

２
３
２
４
名
は
八
戸
市
立
市

民
病
院
で
あ
っ
た
。

空
飛
ぶ
ク
ル
マ

ド
ロ
ー
ン
は
２
０
２
２
年

に
レ
ベ
ル
４
（
有
人
地
帯
に

お
け
る
目
視
外
飛
行
が
可

能
）
の
許
可
を
得
た
。
更
に
、

空
飛
ぶ
ク
ル
マ
と
呼
ば
れ
る

有
人
ド
ロ
ー
ン
の
開
発
が
進

ん
で
い
る
。

空
飛
ぶ
ク
ル
マ
は
２
０
２

５
年
の
大
阪
万
博
で
飛
行
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
利

点
は
低
価
格
、
パ
イ
ロ
ッ
ト

不
要
、
低
騒
音
の
電
気
モ
ー

タ
ー
、
排
気
ガ
ス
な
し
で
あ

る
が
、ス
ピ
ー
ド
が
出
な
い
、

航
続
距
離
が
短
い
、
人
が
た

く
さ
ん
乗
れ
な
い
、
重
い
物

が
運
べ
な
い
こ
と
が
現
状
で

は
欠
点
で
あ
る
。
２
０
３
０

年
頃
に
は
技
術
開
発
が
進
ん

で
、
欠
点
を
克
服
で
き
そ
う

で
あ
る
。

現
在
の
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
は

新
し
い
機
体
が
１
機
当
た
り

約
９
億
円
す
る
。
更
に
、
パ

イ
ロ
ッ
ト
、
整
備
士
の
養
成

増
員
は
容
易
で
は
な
い
。
将

来
、
低
価
格
の
全
自
動
操
縦

の
空
飛
ぶ
ク
ル
マ
が
ド
ク
タ

ー
ヘ
リ
に
取
っ
て
代
わ
る
か

も
知
れ
な
い
。
当
院
の
３
人

の
若
い
救
急
医
師
に
、
「
空

飛
ぶ
ク
ル
マ
で
将
来
救
急
出

動
し
て
く
れ
る
か
」
と
尋
ね

た
み
た
と
こ
ろ
、
「
パ
イ
ロ

ッ
ト
が
い
な
い
の
は
怖
い
で

す
。
一
人
で
乗
る
の
は
嫌
で

す
」
と
の
返
答
で
あ
っ
た
。

後
７
年
で
、
技
術
と
安
全
の

確
立
と
、
救
急
医
師
の
意
識

改
革
が
必
要
に
な
る
。

ま
と
め

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
全
国
配

備
が
完
了
し
た
。
今
後
は
質

の
向
上
に
取
り
組
む
こ
と
に

な
る
。
医
師
が
現
場
に
出
動

す
る
研
究
が
更
に
進
む
。「
令

和
５
年
度
全
国
医
師
会
勤
務

医
部
会
連
絡
協
議
会
」
が
、

令
和
５
年
10
月
７
日
（
土
）

に
「
２
０
２
４
年
、
変
わ
る

勤
務
医
、
輝
く
勤
務
医
」
を

メ
イ
ン
テ
ー
マ
と
し
て
、
青

森
市
で
開
催
さ
れ
る
。
ド
ク

タ
ー
ヘ
リ
に
つ
い
て
は
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
で
触
れ
る
予
定

だ
。青

森
で
開
催
さ
れ
る
久
し

ぶ
り
の
対
面
の
協
議
会
へ
の

皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し

て
い
る
。
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